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論点３ 地域社会の健全な維持・発展
に配慮した公園の管理運営
のあり方

地
域
社
会

国
立
公
園

利用者のもてなし（宿泊、美化清掃等）

地域のイメージアップ、振興に寄与

地域の環境保全に寄与

二次的自然景観の維持の担い手

地域社会と国立公園の関係

瀬戸内海国立公園（屋島）の事例

屋島からの展望
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屋島南嶺地区

眺望方向

廃業したケーブル

屋島の概況
屋島周辺の公園計画図

屋島集団施設地区利用者数
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屋島集団施設地区：南嶺地区の廃屋分布状況

中部山岳国立公園（上高地）の事例
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上高地 上高地の利用者数推移
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出典：自然公園利用者数調

上高地の宿泊利用
年間宿泊者数 ： 13.3万人 （平成15年※1 ）

定員稼働率 ：47.8％ （全国平均39.5 ％ ※2）

図－宿泊単価 （個人・グループ）※3
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※1：自然公園利用者数
調べ

※2：国際観光旅館営業
状況等統計調査

※3： JTB宿泊白書2006

上高地周辺図と
環境省が整備した施設

出典：中部山岳国立公園パークガイド 『上高地』 」 （財団法人自然公園財団）

バスターミナル

上高地ビジターセンター

上高地インフォメーションセンター

河童橋

河童橋、遊歩道等も基本的
に環境省が直轄整備
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■基本方針

１．原則として、新規宿舎事業の参入は認めない。

２．施設の建設及び経営にあたっては、上高地の風致
景観に充分配慮されているものであること。

３．施設は低廉簡便な部分も確保されるなど、登山者
等の宿泊にも充分配慮されているものであるとともに、
集団施設地区全体として統一のとれた外観意匠とな
るよう配慮さているものであること。

所管地による参入規制

上高地集団施設地区内宿舎事業取扱要領

自然解説

○明神池、大正池、小梨平などにおいて、ビジターセン
タースタッフが探鳥会や自然観察などの解説サービ
スを提供

○地区内各所にセルフガイドボックスを設置

マイカー規制

○公園内の環境保全及び安全確保を目的として公園
内道路への自家用車等の乗り入れを規制。

2006年7月15日～2006年10
月22日までの土日を中心とし
た特定日

バス

（路線認可を得ている路線バ
スを除く）

～上高地観光バス規制

上高地に車両が入ることの
できる期間全て

（2006年は4月21日～11月15
日）

全車両

（バス・タクシー・許可車両・
緊急車両を除く）

中の湯

マイカー規制

期間規制対象区間

■上高地における交通規制

※その他、夜間や冬期間については緊急車両等を除き全車両通行止め

協議会等へのレンジャーの関わり

分野 会議・団体名称 参加形式

上高地に関する行政機関連絡会議 参加

上高地関係団体連絡協議会 参加

上高地町会                                                   等 会員

北アルプス登山道維持連絡協議会 顧問

上高地集団施設地区・管理用道路維持管理協議会 顧問

上高地総合案内所運営協議会 会員

「中部山岳国立公園内（上高地地域、沢渡地域）に
おける施設整備」打合せ会議                           等 参加

上高地自動車利用適正化連絡協議会 事務局

北アルプス南部地区遭難防止対策協会            等 顧問

上高地を美しくする会 事務局員

高山植物等保護対策協議会中信地区協議会    等 理事

上高地開山祭実行委員会 委員

日本アルプス観光総会      　　　　　　　　　　　　 　等 来賓

上高地パークボランティアの会 顧問

自然公園財団上高地地区連絡協議会 　　 　　    等 委員

その他

観光・地域振興

全般

フィールド管理

利用施設の整備・
運営管理

利用者管理
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西表国立公園（竹富島）の事例

竹富島

・サンゴ礁の隆起によって出来た

周囲９．２ｋｍの小島

・島は全域西表国立公園内

・人口 ３３６人（Ｈ１８．６）

・町並みは伝統的建造物群保存地区
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竹富島入島観光客数の推移

竹富島VC開館

竹富町統計資料より作成

竹富島ビジターセンター ゆがふ館

・ 環境省直轄整備ビジターセンター

・ 平成１６年６月開館

・ 展示等の計画段階から地域住民と
意見交換

・ 現地で文化遺産の研究と保全を目
的に活動しているNPO法人たきどぅ
んが管理

・ 竹富島自然学習歩道の出発点

入館者数
H１６年度 約５万人
H１７年度 約３２万人

（観光客の約３／４）
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大雪山国立公園（層雲峡）の事例

大雪山国立公園層雲峡集団施設地区

・大雪山塊北東部
・柱状節理の断崖峡谷（石狩川源流部）の渓谷部

層雲峡地区の観光客入込み数と宿泊者数の推移

上川町資料より
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事業の枠組みづくり

H２～９年

事業実施

H10～13年

プラン65検討

S61～62年

事業前の課題

公園利用者は増大しても商店街は素通り→受入施設全体のリニューアル

層雲峡地区再整備の経緯

・地域主体で計画策定、国立公園管理官が積極的に指導助言

昭和６２年度 上川・層雲峡圏プラン６５基本構想策定（上川町）

平成２年度
層雲峡プラン６５実行委員会設立（地権者21人で組織）
※国立公園管理官：オブザーバー参加

平成６年度
層雲峡地区市街地整備総合再生基本計画策定（上川町）
※国立公園管理官：協力委員として参加

平成７年度
層雲峡開発株式会社設立（第３セクター）
建設省事業による市街地再生基本計画策定

平成９年４月 層雲峡集団施設地区整備方針策定（環境省）

平成９年～12年度 再開発事業実施（層雲峡開発株式会社）

平成10年～13年度 町道層雲峡環状線改良工事（上川町）

平成10年～12年度
自然公園等整備事業（環境省）
ビジターセンター、プロムナード、広場、駐車場
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事業主体 事業手法 内容

環境省
自然公園等整備事業
（環境省）

駐車場、プロムナード、ビジターセンター
、等

層雲峡開発（株）
優良建築物整備事業
（建設省）

宿舎、土産物店等の移設、建て替え
（区画整理的手法）

町 町単独事業 温泉センター、道路

事業の分担 整備前後の比較

整備前（商店街中央道路）

整備後（中央プロムナード）

旧ビジターセンター

新ビジターセンター

写真：上川町写真及び上川町「上川・層雲峡圏プラン65再整備計画」パンフレットより

整備前後の比較

資料：上川町「上川・層雲峡圏プラン65再整備計画」パンフレットより

地域との対話・情報発信が重要

取組が比較的円滑に進んでいる地域は、自然
保護官（レンジャー）と地域との対話・調整が十
分に行われている場合が多い。

保護重視の時代は、利用を推進してこなかった
ために、地域との対話もおろそかになっていた地
域もあると考えられる。

利用されてこそ国立公園であるという意識を持っ
て管理運営にあたり、地域の活力を引き出すこ
とにより、地域振興関係の様々なツールの活用
も可能。
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利用者のもてなし（宿泊、美化清掃等）

地域のイメージアップ、振興に寄与

地域の環境保全に寄与

二次的自然景観の維持の担い手

地域社会と国立公園の関係

高橋委員より事例紹介


